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大阪市立

北中道小学校

学 校 概 要

　本校は、大正 11 年に、大阪府東成郡中本第四尋常小学校として
開校し、令和 3 年に創立 100 周年を迎えた歴史と伝統のある小学校
です。
　子どもたちの「生きる力（知・徳・体のバランスのとれた力）」
を育むため、「確かな学力」・「豊かな人間性」・「健やかな身体」の
育成に向けて、日々の教育活動を展開しています。また、子どもた
ちが将来国際社会に生きることを視野に入れ、子どもたちに国際 
人としての素地を形成するべく、多文化共生教育に重点を置き、取
り組みを進めています。

「運営に関する計画」の概要

安全・安心な教育の推進
① �小学校学力経年調査における「学校に行くのは楽しい

と思いますか。」に対して肯定的に回答する児童の割
合を85％以上にする。

② �小学校学力経年調査における「自分にはよいところが
ありますか」に対して肯定的に回答する児童の割合を
88％以上にする。

③ �小学校学力経年調査における「いろいろな国や地域の文
化や言葉のちがいを大切にし、困ったことや問題を解決
するなどして、つながりを深めることができています
か。」に対して、肯定的に回答する児童の割合を85％以
上にする。

未来を切り拓く学力・体力の向上
① �小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し

合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、 新たな考え
に気付いたりすることができていますか」に対して、肯
定的に回答する児童の割合81％以上にする。

② �小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを
含む）やスポーツをすることは好きですか」に対して、
肯定的に回答する児童の割合を85％以上にする。

学びを支える教育環境の充実
① �小学校学力経年調査アンケートにおける「学習者用端末

を活用して、調べた情報をもとに、課題を解決するため
に情報を収集、整理し、まとめ、表現する取組をしてい
ますか」に対して肯定的に回答する児童の割合を70％
以上にする。

学力の状況と学力向上に向けた取り組み

　国語科・算数科を中心に基礎基本の学習を大切にするとと
もに、知識・理解にかかる取り組みを継続して行っていくこ
とと、知識等を活用する能力（思考力、判断力、表現力な 
ど）を一層身につける取り組みを行う必要がある。
　そこで、児童に合った学習の場を設定するとともに、理解
しやすい授業実践の中で、思考力・判断力・表現力の育成と、
基礎基本の定着に努めています。漢字の書き取りや計算等の
基本的な学習は、繰り返し取り組むことが大切であることか
ら、北中道スタディを始めとする自主学習プリントを整備し、
学習のふりかえりや宿題を通して、継続した取り組みを進め
ています。

体力の状況と体力向上に向けた取り組み

　本校は、運動場が狭く、校区内の公園には、十分に運動で
きる環境がなく、体力向上には課題が多いです。学校では、
運動場の使い方の工夫やジャンピングボードの設置など、で
きるだけ運動への関心を高め、機会を増やすことに努めてい
ます。また、体育の学習での運動量の確保をはじめ、「耐寒
かけあし・なわとび週間や、大繩大会」などを体力向上の取
り組みと位置づけるとともに、シナプソロジーの取り組みを
とり入れ、日常的に運動の楽しさを感じ、意欲をもって運動
に取り組めるよう工夫をしています。徐々に運動への関心が
高まってきているため、さらに運動の楽しさを感じることの
できる取り組みを行うことを通して、より一層、運動への意
欲を高め、体力向上に向けた取り組みを充実させていきたい
です。

握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 20mシャトルラン
男子 14.06 19.24 33.76 40.88 51.44
女子 12.94 19.53 38.06 41.06 48.76

50m走 立ち幅とび ソフトボール投げ 体力合計点
男子 9.54 143.71 21.28 50.67
女子 9.60 137.32 13.35 55.38

★令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果（種目別平均値）

所 在 地 〒537−００２５ 東成区中道2−9−20

電 話 06−6971−0440

校 長 名 矢寺　勝彦

学 級 数 13学級（内 特別支援学級5）

児 童 数 234人 標 準 服 有 集団登校 無

27■各学校の詳細については、各学校のホームページをご覧ください。 検索
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豊かな人間性
☆�学級指導、にじいろ班（縦割り班）
活動を充実させます。
☆�国際クラブと連携した多文化共生教
育を推進していきます。
☆�地域の方々とのふれあいを大切にし
ていきます。

互いを認め合い未来を拓く子ども

確かな学力
☆�個に応じた学習の充実を図ります。
☆�より質の高い授業を提供していきます。
☆�教員の教科研究を充実していきます。
☆�自主学習習慣を確立できるよう指導に
当たり、家庭と連携をとります。

健やかな身体
☆�手洗い・うがいをしっかりし、健康
に気をつけようとする態度を育成し
ていきます。
☆�運動することを好きだと思える子ど
もを育てます。

外国語活動 ＩＣＴの活用

体験学習地域との交流

にじいろ班活動（全校オリエンテーリング大阪城公園）

多文化共生教育 なわとび週間

運動会


